




























































































































                                                                          
1 体系主義・形式主義の詳しい内容は紙面の都合上記述できないが，その具体的な内容は野田
尚史編（2005）『コミュニケーションのための日本語文法』に詳しい 
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このように，文化は文法と比べれば「何を」は形としてまったく違うものという
ことはいうまでもない。しかしながら，両方教えるべき項目が定められており，決
められたように教えることにはそれほど違いはないのではないかと筆者は考える。 
 
3 体系はいかなるものか 
以上のことから，言語と文化は「体系」があるものとして捉えてきたことが分か
る。つまり，言語と文化を固定的なものと捉え，それを学習者に知識・情報として
提供してきたことでもあり，言語と文化を切り離して考えてきた傾向が非常に強
かったとも言えるのである。現在，日本語教育において，コミュニケーション活動
能力の育成が不可欠の課題であることは自明であろう。しかしながら，日本語教育
に携わる人によって立場は違うかもしれないが，上述したように，言語と文化を知
識・情報，つまり所与のものとして教室内で扱われてきたことは否定できない事実
であろう。いわゆる，言語と文化は固定的，均質的ものとして教室内で扱われてき
たともいえるのであろう。しかし，人間のコミュニケーション活動は従来までの言
語と文化の概念とは大きなズレがあると考えられる。 
我々は生まれて，様々な環境に取り囲まれる。たとえば，自分を生んでくれた親
が作った家族という集団がもうすでに存在するし，その家族の一員に属することに
なる。それと同時に，町，市・・結局は地球号という宇宙船の乗務員の一員にもな
るだろう。そのような様々環境の中では，数え切れないくらいの場面が存在し，何
かが常に起きる。そして，私たちはそれを言語という手段を通じて環境（文化）を
自ら認識する。中野（1980：224）は，その環境は人々が自らの意識の中で形成す
る主観的な環境であると規定している。ここでの認識，意識というのは他者とは違
う自分自身ならではの固有のものであり，この認識の作業というのは人間の営みの
中でごく当たり前なことであると筆者は考える。さもなければ，我々人間単一化し
てしまい，自ら考えることができない単なるロボットに過ぎないからである。日本
語教育においては，上述したように「何を」というものを固定化したもの，体系と
して捉え，それを学習者に体系をとして押し付けたことに問題があるだろう。 
このように筆者が挙げた人間の営み，コミュニケーション活動というのは，自分
の言葉というツールを持ち，外側に存在する文化を認識する力を養っていく活動と
定義できるのではないだろうか。 
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4 結論（体系への認識） 
本稿では日本語教育における「何を」という「体系」はいかなるものなのかを説
明するために日本語文法，日本文化教育の中から考察行った。しかし，上述してい
るように，従来までの日本語教育では，言語と文化はそれぞれ体系があると暗黙に
認識されてきた。このような，日本語教育における体系認識は言語と文化は切り離
し，実際のコミュニケーション能力を重視することとはかなりのズレを見せてきた
と考えられる。が，本当に言語と文化には体系が存在しないのだろうか。日本語文
法においては，現在まで様々な立場で文法記述が行われているが，それを反映する
日本語教科書の中はそんなに大きな違いはないといえる。また，日本文化において
はどうなんだろうか。たびたび，教室内で扱われるものとして，「日本は○○だ」
という文脈が登場する。日本人が全部そうであるという証拠はどこにもなにが，統
計的な「傾向」してはたしかに存在するかもしれない。ここから考えれば，言語も
文化もある程度体系が存在するかのように考えられる。 
しかし，ある言語，文化事実が存在するとしても，結局，それをいかに認識する
のは他のだれでもない言語を用いて，文化を認識するコミュニケーション主体，自
分自身なのである。なぜならば，同じ言語体系，文化体系を学習したとしても，そ
れをどのように自分が置かれている場面の中で運用するかという諸問題は人間一
人ひとり異なるからである。 
とはいえ，筆者は言語と文化における体系を否定する立場はとらない。ただ，従
来の日本語教育の大きな問題として体系を知識・情報として所与できるものとして
捉えてきたことが挙げられる。このような教室空間での現象に伴う問題として，細
川（2000）は，今まで知らなかった情報つまり知識を得るという方向へ進むと，そ
れは学習者が何かについて考えるというよりも，知らないことを知ることで満足し
てしまう傾向が強まるとし，さらに，現実とは異なる，既成の先入観を植え付けら
れえる恐れがあると指摘している。いわゆる，固定観念，偏見，ステレオタイプの
ような人間のコミュニケーションを妨げる要因とのつながりも想定できる。 
では，このような現状の中で，教室内で学習者に育成することは何か。それは，
上述したように，学習者一人ひとりが自分にとって体系どのようなもので，いかな
るものなのかについて自律的に思考できる，その考える力なのであろう。 
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5 おわりに 
日本語，日本文化における「体系」は「体系」という言葉を使わなくても，「傾
向」として，必ず存在するものである。それはこの世に生きている人間一人ひとり
に全部当てはまるものではない，ごく当たり前のような事実は認められていながら
も，なぜ，教室では，学習者側に植えつける傾向が従来まで強かったのだろうか。
本稿では体系に対する従来までの認識や現状，それについて筆者が考える方向を簡
単に示したものの，肝心なこの体系意識をもたらした，原因には目が向いていな
かった。よって，様々な理論や実践報告を踏まえて，その「体系意識」の枠組みの
原因を具体的に検証することを今後の考察課題としたい。 
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